
父
親
セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど
も
の
こ
こ

ろ
と
父
親
の
し
つ
け
」

　
家
庭
は
、
全
て
の
教
育
の
原
点

で
す
。
家
庭
で
の
父
親
の
役
割
は

大
変
重
要
で
、
子
ど
も
の
成
長
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
父
親

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
子
育
て

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

子
育
て
中
の
保
護
者

日
時
　
　
月
　
日
晶
　
午
後
２
時

１１

２２

場
所
　
吉
良
町
公
民
館
講
堂
（
２

階
）

内
容
　
「
父
親
と
し
て
子
ど
も
と

ど
う
向
き
合
う
か
」
を
テ
ー
マ

に
研
修
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
　
人
９０

参
加
料
　
無
料

講
師
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

山
口
力
氏

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

た
だ
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合

は
入
場
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

担
当
（
緯
　
・
３
５
１
５
／
中

５５

央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
書
物
の
王

国
―
愛
知
の
文
と
典
籍
　
１
」

　
県
内
に
は
名
古
屋
の
大
須
七
寺

一
切
経
や
、
知
多
の
岩
屋
寺
宋
版

一
切
経
、
そ
し
て
西
尾
の
華
蔵
寺

鉄
眼
版
一
切
経
な
ど
、
古
代
・
中

世
・
近
世
を
代
表
す
る
一
切
経
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

実
地
調
査
に
携
わ
っ
た
研
究
者
が

集
い
「
愛
知
県
の
一
切
経
～
日
本

の
一
切
経
の
縮
図
～
」
と
題
し
、

そ
の
価
値
と
伝
え
ら
れ
た
意
義
を

語
り
尽
く
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

１１

１６

～
４
時
　
分
（
出
入
り
自
由
）

３０

場
所
　
岩
瀬
文
庫
研
修
ホ
ー
ル

（
地
階
）

出
演
　
▼
司
会
…
名
古
屋
大
学
教

授
　
阿
部
泰
郎
氏
　
▼
パ
ネ
リ

ス
ト
…
国
際
仏
教
学
大
学
院
大

学
教
授
　
落
合
俊
典
氏
、
愛
知

県
立
大
学
教
授
　
上
川
通
夫
氏
、

元
華
蔵
寺
所
蔵
黄
檗
版
一
切
経

調
査
委
員
会
副
委
員
長
　
髙
井

恭
子
氏

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
岩
瀬
文
庫
（
緯
　
・
２

５６

４
５
９
）

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
よ
み
き
か
せ
中
級
編

●
紙
芝
居
を
演
じ
て
み
よ
う

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１１

２０

１０

～
正
午

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

講
師
　
紙
芝
居
文
化
の
会
運
営
委

員
　
近
藤
洋
子
氏

●
実
際
に
よ
み
き
か
せ
を
し
て
み

よ
う

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１１

２７

１０

～
正
午

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

　
※
実
技
指
導
も
受
け
ら
れ
ま
す

　
（
　
人
／
先
着
順
）
。

１５

講
師
　
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
　
永
井
陽
子
氏

◆
共
通
事
項

場
所
　
西
尾
市
立
図
書
館
３
階
会

議
室

申
込
・
問
合
先
　
　
月
５
日
昇
か

１１

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
西
尾
市

立
図
書
館
（
緯
　
・
６
２
０
０
）

５６

へ
。

広広報報平成２５年１１月１日号 ２２００

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
　
よ
み
き
か
せ
中
級
編

　
市
で
は
、
来
年
度
か
ら
公
共
施

設
再
配
置
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を

進
め
る
た
め
、
行
政
と
民
間
が
連

携
し
た
新
し
い
公
共
施
設
の
実
現

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
行
政
と
住
民
が
協
働

し
て
公
共
施
設
の
運
営
を
考
え
た

先
進
事
例
と
し
て
有
名
な
長
野
県

小
布
施
町
の
町
立
図
書
館
「
ま
ち

と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」
の
前
館
長
・
花

井
裕
一
郎
氏
に
よ
る
新
し
い
図
書

館
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
「
死
ぬ
ま
で
に
行

き
た
い
世
界
の
図
書
館
　
選
」
に

１５

選
ば
れ
た
「
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」

が
次
世
代
の
公
共
空
間
を
考
え
る

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日
捷
　
午
前
　
時

11

18

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
市
役
所
　
会
議
室
（
５
階
）

５１

演
題
　
み
ん
な
が
わ
く
わ
く
す
る

公
共
施
設
を
つ
く
ろ
う

内
容
　
誰
の
た
め
に
あ
る
施
設
な

の
か
「
使
う
側
の
理
論
」
に
立

っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

そ
れ
を
支
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
面
倒
く
さ
い
」
と
「
お
も
て

な
し
」
。
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
西

尾
市
を
創
造
し
ま
し
ょ
う
。

定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

受
講
料
　
無
料

講
師
　
花
井
裕
一
郎
氏

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
平
成
元
年

か
ら
テ
レ
ビ
局
な
ど
で
番
組
・

Ｐ
Ｖ
演
出
を
担
当
す
る
。
　
年
１９

か
ら
新
図
書
館
準
備
室
勤
務
。

　
年
7
月
～
　
年
　
月
、
小
布

２１

２４

11

施
町
立
図
書
館
「
ま
ち
と
し
ょ

テ
ラ
ソ
」
館
長
。
「
な
い
の
に
、

あ
る
」
＝
『
（
見
え
な
い
の
に

あ
る
）
み
ん
な
の
素
敵
な
力
』

を
引
き
出
す
演
出
で
ま
ち
が
元

気
に
な
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス

や
運
営
支
援
、
地
域
の
活
性
化

の
手
助
け
を
行
っ
て
い
る
。

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
晶
ま

１１

１５

で
に
直
接
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で

企
画
政
策
課
公
共
施
設
経
営
室

（
緯
　
・
２
１
５
６
／
死sa

ih

６５

a
ich
i@
c
ity
.n
ish
io
.lg
.jp

）
へ
。

公
共
施
設
再
配
置
講
演
会

み
ん
な
が
わ
く
わ
く
す
る
公
共
施
設
を
つ
く
ろ
う

まちとしょテラソ…「学びの場」「子育ての場」「交
流の場」「情報発信の場」の４つの柱により、交流
と創造を楽しむ文化の拠点となっている

父
親
セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど
も
の

こ
こ
ろ
と
父
親
の
し
つ
け
」

父
親
セ
ミ
ナ
ー
「
子
ど
も
の

こ
こ
ろ
と
父
親
の
し
つ
け
」

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
書
物
の
王

国
―
愛
知
の
文
庫
と
典
籍
　
１
」



大
人
の
た
め
の

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
会

対
象
　
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る

方
や
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
思

っ
て
い
る
方

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１１

２０

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
一
色
学
び
の
館

内
容
　
冬
の
本
や
新
刊
本
な
ど
、

読
み
聞
か
せ
に
お
薦
め
の
本
を

紹
介
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
　
月
５
日
昇
か

１１

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
一
色

学
び
の
館
（
緯
　
・
３
８
８
０
）

７２

へ
。

　
吉
良
あ
な
い
び
と
の
会

　
旧
糟
谷
邸
・
尾
﨑
士
郎
記
念
館

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「
吉
良
あ
な
い
び
と
の
会
」
で
は
、

旧
糟
谷
邸
・
尾
﨑
士
郎
記
念
館

（
「
没
　
周
年
記
念
尾
﨑
士
郎
記

５０

念
館
名
品
展
」
開
催
中
）
に
常
駐

し
て
ガ
イ
ド
を
行
い
ま
す
。
庭
園

の
樹
木
が
色
づ
く
秋
の
旧
糟
谷
邸

に
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
３
日
抄
、
　
日
掌
、

１１

１０

　
日
掌
、
　
日
掌
　
午
前
　
時

１７

２４

１０

～
午
後
４
時

入
館
料
　
３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
。
入
館
料

は
旧
糟
谷
邸
・
尾
﨑
士
郎
記

念
館
共
通
。

問
合
先
　
文
化
振
興
課
文
化
財
担

当
（
緯
　
・
２
４
５
９
／
岩
瀬

５６

文
庫
内
）

第
3
4
回
は
ず
文
化
祭
・
芸
能
祭

と
幡
豆
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

●
作
品
展
示
会

　
園
児
や
小
・
中
学
生
、
福
祉
施

設
利
用
者
な
ど
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

11

16

～
５
時
、
　
日
掌
　
午
前
９
時

17

～
午
後
４
時

場
所
　
幡
豆
公
民
館
、
幡
豆
図
書

館
、
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

展
示
作
品
　
絵
画
、
植
物
画
、
書
、

写
真
、
ち
ぎ
り
絵
、
押
し
花
、

短
歌
、
俳
句
、
草
樹
、
金
魚
、

陶
芸
、
手
編
み
な
ど

※
　
日
は
金
魚
、
草
樹
の
即
売

１７会
を
開
催
し
ま
す
。

●
歌
謡
発
表
会

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
後
１
時

11

16

～
４
時

場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
歌
謡

●
芸
能
発
表
会

　
小
・
中
学
生
な
ど
が
合
唱
や
演

奏
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

11

17

　
分
～
午
後
4
時

３０
場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
小
学
生
の
合
奏
・
合
唱
、

中
学
生
の
吹
奏
楽
、
舞
踊
、
剣

舞
、
詩
吟
、
大
正
琴
・
尺
八
・

ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ピ
ア
ノ
の
演
奏

な
ど

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）
、
幡
豆
公
民
館
（
緯
　６３

・
０
１
３
０
）

西
尾
市
所
蔵
品
美
術
展

　
市
内
の
公
民
館
や
小
学
校
な
ど

の
公
共
施
設
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
昌
～
　
日
昭
　

１１

２０

２８

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

場
所
　
市
役
所
多
目
的
室
Ｃ
Ｄ
Ｅ

（
１
階
）

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

第
４
２
回
市
民
俳
句
大
会
　

期
日
　
　
月
　
日
抄

１１

２３

受
付
開
始
時
間
　
午
前
　
時
１０

出
句
締
切
　
午
後
１
時

場
所
　
文
化
会
館
３
０
２
号
室

参
加
料
　
３
０
０
円

そ
の
他
　
当
季
雑
詠
、
三
句
出
句

問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会
（
緯
　５６

・
５
７
５
７
／
文
化
会
館
内
）

市
民
囲
碁
大
会

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１１

２４

　
分
受
け
付
け
、
９
時
　
分
対

１５

４５

局
開
始

場
所
　
福
地
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

参
加
料
（
食
事
代
な
ど
）
　
高
校
生

以
上
＝
２
０
０
０
円
、
小
・
中

学
生
＝
１
０
０
０
円

申
込
期
間
　
　
月
７
日
昭
～
　
日

１１

２１

昭
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
の
午
後
と
月
曜

日
を
除
く
。

申
込
・
問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会

（
緯
　
・
５
７
５
７
／
文
化
会

５６

館
内
）

２１ 平成２５年１１月１日号広報

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

大
人
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ト

ー
ク
の
会

第
　
回
は
ず
文
化
祭
・
芸
能
祭
と

34
幡
豆
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

吉
良
あ
な
い
び
と
の
会
　
旧
糟
谷

邸
・
尾
﨑
士
郎
記
念
館
ガ
イ
ド

市
民
囲
碁
大
会

第
　
回
市
民
俳
句
大
会

４２

西
尾
市
所
蔵
品
美
術
展

　
お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
に
し
お
　
月
１
日
号
　
ペ

１０

１１

ー
ジ「
映
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」の

申
込
方
法
の
フ
ァ
ク
ス
番
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次

の
と
お
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

　
（
胃
　
・
２
７
８
７
）

５６



ふ
れ
あ
い
・
夢
・
フ
ェ
ス
タ

福
祉
講
演
会
と
う
た
ご
え
サ
ロ
ン

　
元
気
で
い
つ
ま
で
も
健
康
に
過

ご
す
た
め
の
講
演
会
と
う
た
ご
え

サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
８
日
掌
　
午
後
１
時

１２

開
場
、
１
時
　
分
開
演

３０

場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
▼
第
１
部
…
福
祉
講
演
会

「
今
か
ら
は
じ
ま
る
新
し
い
人

生
」
　
▼
第
２
部
…
う
た
ご
え

サ
ロ
ン
（
三
木
修
と
ウ
イ
ー
ク

エ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
を
バ
ッ
ク

に
昭
和
の
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
一
緒
に
歌
い
ま
す
）

講
師
　
幸
田
町
民
会
館
前
館
長
　

山
田
恭
二
氏
　

定
員
　
２
０
０
人

入
場
料
　
無
料
　

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
一

色
支
所
（
緯
　
・
９
６
５
４
）

７２

・
吉
良
支
所
（
緯
　
・
３
３
２

３２

２
）
・
幡
豆
支
所
（
緯
　
・
０

６３

１
５
６
）

お
正
月
料
理
講
習
会

　
農
業
者
が
講
師
と
な
り
、
地
域

農
畜
産
物
を
使
っ
た
、
手
軽
に
お

い
し
く
で
き
る
お
正
月
料
理
で
、

食
文
化
を
伝
承
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
日
時
　
　
月
５
日
昭
　
午
前
　
時

１２

１０

～
午
後
１
時
　
分
３０

場
所
　
働
く
婦
人
の
家
料
理
室

メ
ニ
ュ
ー
　
チ
キ
ン
ロ
ー
ル
、
ふ

っ
く
ら
黒
豆
、
洋
風
伊
達
巻
き
、

昆
布
巻
き
、
ア
ー
モ
ン
ド
田
作

り
、
紅
白
な
ま
す
、
お
正
月
の

お
菓
子
の
７
品

定
員
　
　
人
２０

教
材
費
　
１
０
０
０
円

講
師
　
西
尾
市
生
活
改
善
実
行
グ

ル
ー
プ
連
絡
研
究
会

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、
三

角
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昇
ま

１１

１２

で
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
農
林
水
産
課
農
畜

産
担
当
（
緯
　
・
２
１
３
５
／

６５

胃
　
・
１
３
２
２
／
死n

o
u
su
i

５７

@
c
ity
.n
ish
io
.lg
.jp

）
へ
。
電

話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。
申

込
期
間
内
に
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
。

い
ち
じ
く
料
理
教
室

　
長
寿
の
果
物
と
言
わ
れ
る
イ
チ

ジ
ク
を
使
っ
て
、
料
理
や
デ
ザ
ー

ト
な
ど
を
作
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
昇
　
午
前
９
時

１１

１２

　
分
～
午
後
１
時

３０
場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

費
用
　
１
人
６
０
０
円

※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

講
師
　
は
つ
ら
つ
ク
ッ
キ
ン
グ
会

員
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
　

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
つ
ら
つ
ク
ッ
キ
ン
グ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
昭
午

１１

前
９
時
か
ら
電
話
で
西
尾
市
保

健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６

５７

１
）
へ
。

に
ん
じ
ん
を
使
っ
た
料
理
を
学
ぼ

う
対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
前
９
時

１１

２０

　
分
～
正
午

３０
場
所
　
一
色
町
公
民
館
料
理
室

内
容
　
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た
料
理

を
碧
南
市
で
食
育
活
動
を
し
て

い
る
農
業
者
と
一
緒
に
作
り
ま

す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１０

講
師
　
杉
浦
ち
あ
き
氏
　

費
用
　
５
０
０
円

※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
　
一
色
食
育
グ
ル
ー
プ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
昭
～

１１

　
日
晶
に
電
話
で
吉
良
保
健
セ

１５ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

こ
ど
も
の
お
や
つ
づ
く
り

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
昇
　
午
前
　
時

１１

２６

１０

～
午
後
０
時
　
分
３０

場
所
　
幡
豆
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容
　
幼
児
、
成
長
期
の
こ
ど
も

向
け
の
お
や
つ
を
作
り
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１０

費
用
　
５
０
０
円

講
師
　
角
谷
多
恵
氏

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
　
幡
豆
ク
ッ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
昭
～

１１

　
日
昭
に
電
話
で
吉
良
保
健
セ

２１ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

そ
の
他
　
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広広報報平成２５年１１月１日号 ２２２２

ふ
れ
あ
い
・
夢
・
フ
ェ
ス
タ

福
祉
講
演
会
と
う
た
ご
え
サ
ロ
ン

お
正
月
料
理
講
習
会

に
ん
じ
ん
を
使
っ
た
料
理

を
学
ぼ
う

い
ち
じ
く
料
理
教
室

こ
ど
も
の
お
や
つ
づ
く
り



第
１
８
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
参

　
焼
き
物
の
ま
ち
常
滑
市
へ
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
日
時
な
ど
　
　
月
８
日
掌
　
午
前

１２

９
時
市
役
所
水
道
庁
舎
南
側
駐

車
場
出
発
、
午
後
４
時
　
分
頃

３０

帰
着
予
定

※
吉
良
支
所
職
員
駐
車
場
発
も

あ
り
ま
す
。

内
容
　
バ
ス
で
常
滑
市
へ
向
か
い
、

飛
行
機
の
離
発
着
が
見
え
る
り

ん
く
う
エ
リ
ア
か
ら
小
高
い
丘

に
あ
る
「
や
き
も
の
散
歩
道
」

ま
で
の
約
　
灼
を
ウ
オ
ー
キ
ン

１０

グ
し
ま
す
。

定
員
　
１
２
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
　１１

月
　
日
松
午
前
　
時
か
ら
総

１６

１０

合
体
育
館
で
、
主
催
者
に
よ

る
公
開
抽
選
を
行
い
、
後
日

結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

参
加
料
（
保
険
料
を
含
む
）

　
▼
中
学
生
以
上
＝
２
５
０
０
円

　
▼
小
学
生
以
下
＝
１
５
０
０
円

申
込
期
間
　
　
月
７
日
昭
～
　
日

１１

１３

昌
　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
※
月
曜
日
を
除
く
。
　

申
込
方
法
　
申
し
込
み
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
総

合
体
育
館
、
一
色
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
、
吉
良
町
公
民
館
、

幡
豆
公
民
館
へ
。
申
し
込
み
用

紙
は
各
施
設
に
用
意
。

※
家
族
以
外
の
１
グ
ル
ー
プ
で

の
申
し
込
み
は
４
人
ま
で
。

ま
た
、
小
学
生
以
下
だ
け
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

主
催
　
西
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会

そ
の
他
　
①
小
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
は
保
護
者
が
責
任
を
持
っ

て
行
動
さ
せ
て
く
だ
さ
い
　
②

行
程
中
の
傷
害
な
ど
は
応
急
処

置
は
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
責

任
は
負
い
ま
せ
ん
　
③
当
日
の

駐
車
は
市
役
所
北
側
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）

佐
久
島
歩
け
歩
け
海
原
三
里

期
日
　
　
月
１
日
掌

１２

　
※
少
雨
決
行
。
　

受
付
時
間
　
　
午
前
７
時
　
分
～

１５

　
時
　
分

１１

１５

乗
船
時
間
　
①
午
前
７
時
　
分
　

４０

②
午
前
９
時
　
分
　
③
午
前
　

３０

１１

時
　
分
３０

受
付
場
所
　
佐
久
島
行
船
の
り
ば

内
容
　
「
佐
久
島
カ
ル
タ
の
地
を

巡
ろ
う
」
コ
ー
ス
約
７
灼
を
歩

き
ま
す
。

参
加
料
（
渡
船
料
含
む
・
昼
食
付
）

中
学
生
以
上
＝
２
５
０
０
円
、

小
学
生
＝
１
６
０
０
円

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
無
料

で
す
が
、
大
人
の
人
数
に
よ

り
渡
船
料
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
　
　
月
　
日
捷
ま

１１

２５

で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
佐
久
島
振
興
課
離
島
振
興

担
当
（
緯
　
・
９
６
０
７
/
一

７２

色
支
所
内
）
へ
。
　

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

　
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
し
、

地
域
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
小
学
生
以
上
の
方

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１１

１７

～
正
午

集
合
場
所
　
室
場
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

内
容
　
平
原
展
望
台
ま
で
往
復
約

　
灼
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

１０
参
加
料
（
保
険
料
を
含
む
）

　
▼
高
校
生
以
上
＝
１
０
０
円

　
▼
中
学
生
以
下
＝
　
円
５０

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
筒
、
歩
き

や
す
い
服
装
な
ど

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）
、
東
部
中
学
校
区
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　
林
（
緯
　５２

・
４
０
１
２
）

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

第
　
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

１８

２３ 平成２５年１１月１日号広報

佐
久
島
歩
け
歩
け
海
原
三
里

リサイクルプラリサイクルプラザザ（吉良町岡山／（吉良町岡山／クク
リーンセンター内リーンセンター内／／緯緯３４３４・・８１１４８１１４））
休館日 日休館日　日曜曜・・祝日 ※開札日を除く祝日　※開札日を除く。。

１１

展示・入札期間　１日晶～２２日晶

開館時間　午前９時～正午、午後１時

～３時　※土曜日は午前のみ開館。

開札日時　２４日掌　午前１０時

引取期間　２４日掌～２７日昌

引取方法　落札価格（現金）で品物と

交換

その他　落札者には通知します。

家具・自転車・小物など展示品

日時　２０日昌　午前１０時～正午

会場　学習室（２階）

定員　１０人程度（先着順）

参加料　無料

持ち物　はぎれ布、キルト芯

申込期間　１日晶～１９日昇

申込方法　直接または電話で、リサイ

クルプラザへ。

壁飾りをつくろう講習会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ



西
三
河
地
方
史
連
絡
協
議
会
研
究

発
表
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
昭
　
午
後
１
時

１１

１４

　
分
３０

場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容
な
ど
　
▼
長
圓
寺
と
代
官
名

倉
家
…
文
化
振
興
課
嘱
託
職
員

松
井
直
樹
　
▼
長
圓
寺
文
書
に

つ
い
て
…
長
圓
寺
文
化
財
総
合

調
査
調
査
員
　
萩
原
淳
也
氏

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
文
化
振
興
課
文
化
財
担

当
（
緯
　
・
２
４
５
９
／
岩
瀬

５６

文
庫
内
）

福
祉

　母
子
・
父
子
家
庭
親
子
ク
リ
ス
マ

ス
会

対
象
　
市
内
在
住
の
母
子
・
父
子

家
庭
の
親
子

日
時
　
　
月
８
日
掌
　
午
後
１
時

１２

　
分
～
３
時
　
分

３０

30

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
（
４
階
）

内
容
　
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
す
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

定
員
　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

受
付
期
間
　
　
月
６
日
昌
～
　
日

１１

１５

晶
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

申
込
・
問
合
先
　
直
接
ま
た
は
電

話
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
緯
　
・
５
９
０
０
／
総
合
福

５６

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

振
り
込
み
ま
す

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
月
期
分

１１

（
８
月
～
　
月
分
）
を
　
月
　
日

１１

１１

１１

捷
に
振
り
込
み
ま
す
。
金
融
機
関

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
手
当
担

当
（
緯
　
・
２
１
０
９
）

６５

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を
振
り
込

み
ま
す

　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
　
月
１１

期
分
（
８
月
～
　
月
分
）
を
　
月

１０

１１

８
日
晶
に
振
り
込
み
ま
す
。
金
融

機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
（
緯
　
・
２
１
１
３
）

６５

　
　
年
　
月
分
か
ら
、
児
童
扶
養

２５

１０

手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
手

当
額
を
変
更
し
ま
し
た
。
変
更
後

の
手
当
額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
手
当
担

当
（
緯
　
・
２
１
０
９
）

６５

タ
ク
シ
ー

　
市
で
は
、
障
害
が
あ
り
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
の
障
害
者
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
、
心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
は
年
度
ご

と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ

今
年
度
の
申
請
を
し
て
い
な
い
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に

申
請
済
み
で
お
手
元
に
　
年
度
分

２５

の
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
方
は
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。
た
だ
し
、
自

動
車
税
の
減
免
措
置
を
受
け
て

い
る
方
を
除
く
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
～

３
級
を
持
っ
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
ま
た
は

Ｂ
判
定
を
持
っ
て
い
る
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
１
級
ま
た
は
２
級
を
持
っ

て
い
る
方

助
成
の
内
容
　
初
乗
り
運
賃
に
相

当
す
る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
、

申
請
し
た
月
か
ら
年
度
末
ま
で

の
分
で
、
１
か
月
当
た
り
３
枚

交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
定
期

的
に
週
２
回
以
上
通
院
を
し
て

い
る
方
は
、
医
療
機
関
の
証
明

（
所
定
の
様
式
）
が
あ
れ
ば
、

１
か
月
当
た
り
６
枚
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
が
利
用

で
き
る
タ
ク
シ
ー
は
、
市
と
契

約
し
て
い
る
会
社
に
限
り
ま
す
。

会
社
名
は
チ
ケ
ッ
ト
交
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
方
法
　
該
当
す
る
障
害
者
手

帳
を
持
参
の
上
、
直
接
福
祉
課

障
害
者
福
祉
担
当
ま
た
は
各
支

所
生
活
課
福
祉
担
当
へ
。
週
２

回
以
上
通
院
し
て
い
る
方
は
、

通
院
報
告
書
（
用
紙
は
福
祉
課

に
用
意
）
が
必
要
で
す
。

交
付
方
法
　
チ
ケ
ッ
ト
は
申
請
後
、

郵
送
し
ま
す
。

問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
（
緯
　
・
２
１
１
３
）

６５

介
護
者
の
つ
ど
い

　
介
護
者
同
士
で
介
護
へ
の
悩
み

や
将
来
の
不
安
、
日
々
の
思
い
を

少
し
で
も
共
有
し
、
ス
ト
レ
ス
を

軽
く
し
て
い
た
だ
く
場
で
す
。
ま

た
、
知
識
や
技
術
を
学
び
実
際
の

介
護
に
も
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
介
護
相
談
も
し
て
い
ま

す
の
で
、
１
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
介
護
を
し
て

い
る
方

日
時
　
　
月
　
日
昇
　
午
後
１
時

１２

１７

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
吉
良
町
公
民
館
会
議
室
１

（
２
階
）

内
容
　
講
義
『
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
』
、

個
別
介
護
相
談

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
直
接
ま
た
は
電

話
で
吉
良
幡
豆
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
６
６
７
７

６２

／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
は

と
の
郷
内
）
へ
。

広広報報平成２５年１１月１日号 ２２４４

介
護
者
の
つ
ど
い

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
手
当
額
を
変
更

▼手当額の変更内容

変   更   後変   更   前種  別手  当  名  称

４１，１４０円４１，４３０円全部支給

児童扶養手当 ４１，１３０円～

 ９ ，７１０ 円

４１，４２０円～

 ９ ，７ ８ ０ 円
一部支給

５０，０５０円５０，４００円１級
特別児童扶養手当

３３，３３０円３３，５７０円２級

心
身
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
振

り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を

振
り
込
み
ま
す

母
子
・
父
子
家
庭
親
子
ク

リ
ス
マ
ス
会

西
三
河
地
方
史
連
絡
協
議

会
研
究
発
表
大
会



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

介
護
マ
ー
ク
を
配
布
し
ま
す

　
認
知
症
の
方
の
介
護
は
、
他
の

人
か
ら
見
る
と
介
護
を
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
誤

解
や
偏
見
を
持
た
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
介
護
す
る
方
が
、
介
護

中
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
「
介
護
マ
ー

ク
」
（
吊
り
下
げ
名
札
タ
イ
プ
、

縦
　
尺
×
横
　
尺
）
を
作
成
し
ま

７.４

１０

し
た
。
希
望
す
る
方
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
長
寿
課
ま
た
は
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け

た
ら
、
温
か
く
見
守
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
先
　
長
寿
課
地
域
支
援
事
業

担
当
　
緯
　
・
２
１
２
０
）

６５

保
険
料
な
ど
の
納
付
済
額
の
お
知

ら
せ
を
送
付

　
所
得
税
の
確
定
申
告
、
市
県
民

税
の
申
告
の
際
、
社
会
保
険
料
控

除
用
と
し
て
使
用
す
る
保
険
料
な

ど
の
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
を
お

送
り
し
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料

　
平
成
　
年
分
の
「
国
民
年
金
保

25

険
料
控
除
証
明
書
」
が
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

送
付
時
期
　
　
月
上
旬
（
　
月
1

11

10

日
以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料

を
納
め
た
方
は
　
年
1
月
下
旬
）

26

問
合
先
　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0

5
7
0
・
0
7
0
・
1
1
7
／

　
年
3
月
　
日
晶
ま
で
の
午
前

26

14

8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分
）
、

30

15

刈
谷
年
金
事
務
所
（
緯
0
5
6

6
・
　
・
2
1
5
9
ま
た
は
2

21

1
1
5
）

●
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

　
平
成
　
年
中
の
国
民
健
康
保
険

25

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
納
付
済
額
の
お
知
ら

せ
（
社
会
保
険
料
控
除
用
）
を
送

付
し
ま
す
。

　
こ
の
お
知
ら
せ
に
は
、
平
成
　25

年
１
月
か
ら
　
月
ま
で
の
１
年
間

12

に
、
市
に
納
め
ら
れ
た
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
・
介
護
保
険
料
の
額
を
そ
れ
ぞ

れ
記
載
し
ま
す
。
個
人
情
報
を
保

護
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
個
人

ご
と
に
お
送
り
し
ま
す
。
た
だ
し
、

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
納
税
義
務
者
で

あ
る
世
帯
主
宛
て
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期
　
　
年
１
月
下
旬

26

※
お
知
ら
せ
が
届
く
前
に
納
付
済

額
の
確
認
が
必
要
に
な
る
方
は
、

保
険
年
金
課
ま
た
は
長
寿
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

窓
口
で
申
請
す
る
場
合
に
は
、

申
請
者
の
本
人
確
認
で
き
る
運

転
免
許
証
な
ど
の
提
示
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
本
人
ま
た
は
同

居
の
親
族
以
外
の
方
、
事
業
所

な
ど
が
代
理
申
請
す
る
場
合
に

は
、
委
任
状
（
本
人
の
認
印
が

押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
）
が
必

要
で
す
。

問
合
先
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
担
当
（
緯
　
・
2
1
0
3
）

65

・
国
民
年
金
担
当
（
緯
　
・
2

65

1
0
4
）
・
医
療
担
当
（
緯
　65

・
2
1
0
5
）
、
長
寿
課
保
険

料
担
当
（
緯
　
・
2
1
1
8
）

65

保
健

お
父
さ
ん
の
育
児
サ
ロ
ン

対
象
　
生
後
４
か
月
以
上
の
ひ
と

り
歩
き
を
し
て
い
な
い
お
子
さ

ん
と
そ
の
父
親

日
時
　
　
月
　
日
抄
　
午
前
９
時

１１

２３

　
分
～
　
時
　
分
　

３０

１１

３０

　
※
出
入
り
は
自
由
。

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
親
子
遊
び
、
育
児
相
談
、

身
体
計
測
な
ど

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
お
む
つ
、
着
替
え
な

ど
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
０
６
６
１
）

５７

２５ 平成２５年１１月１日号広報

保
険
料
な
ど
の
納
付
済
額

の
お
知
ら
せ
を
送
付

介
護
マ
ー
ク
を
配
布
し
ま
す

○

○

○

○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　市では、広報にしおへ掲載する有

料広告を募集しています。

　詳しくは、秘書課広報担当または

市指定広告代理店（㈱エムアイシー

グループ／緯５６・５１１１）に用意して
ある「広告申込の手引き」をご覧く

ださい。市ホームページからもダウ

ンロードできます。

問合先　秘書課広報担当 （緯６５・２１５９）

広告募集広告募集中中

お
父
さ
ん
の
育
児
サ
ロ
ン

申込期間　１１月６日昌～１３日昌

入居可能日　１月１日抄

抽選日時　１１月２０日昌　午前１０時開始

その他　単身者向は年齢などに制限があり

ます。また、上記以外で随時入居できる

住宅を用意できる場合があります。

申込・問合先　建築課管理・住宅担当（緯
６５・２１４６）

戸　数家賃 （円）間 取 り住　宅　名

１
（一般・単身者向）

３，３００

～６，５００

平屋

２ K 水洗
野々宮住宅

（野々宮町茶木２）

１
（一般・単身者向）

１４，２００

～２６，８００

２階

２Ｄ K 水洗
鳥羽第２住宅

（鳥羽町十三新田１-３２）

■市の人市の人口口（１０月１日現在）
　○総数　１６９，８９９人　前月比＋８０人
　　男性　８５，４９５人　女性　８４，３９４人
　○世帯数　５８，８０７世帯　前月比＋１００
■市内の交通（人身）事故
　９月　７６件（６５０件）
　負傷者　８９人（７６９人）
　死亡者　０人（３人）
■市内の火災　９月　７件（６２件）
■救急車の出動回数
　９月　５２６件（４，７１０件）

※（　）は１月からの累計

西尾市のデー西尾市のデータタ



小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ

い
て

　
　
月
１
日
か
ら
、
小
児
用
肺
炎

１１
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
７
価
か
ら
　
価
１３

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
　
価
の

１３

ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎
球
菌
の
成
分

が
新
た
に
６
種
類
追
加
さ
れ
、
計

　
種
類
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま

１３す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
よ
り
も

多
く
の
種
類
に
対
し
て
予
防
効
果

が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
現
在
お
持
ち
の

「
小
児
用
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防

接
種
予
診
票
兼
接
種
依
頼
書
」
は
、

そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
０
６
６
１
）
、
吉
良

５７

保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０

３２

０
１
）

高
血
圧
症
予
防
教
室

対
象
　
市
内
在
住
の
　
歳
以
下
で
、

６４

次
の
①
と
②
に
該
当
す
る
方
や

そ
の
家
族

①
最
高
血
圧
１
４
０
勺
　
以
上
、

Hg

ま
た
は
最
低
血
圧
　
勺
　
以

９０

Hg

上
の
方

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重
［
手
］
÷
身

長
［
杓
］
÷
身
長
［
杓
］
）

　
以
上
の
方

２５

日
時
　
　
月
　
日
晶
、
　
月
５
日

１１

２９

１２

昭
の
全
２
回
　
午
前
９
時
　
分
３０

～
正
午

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容▼

１
回
目
…
高
血
圧
症
予
防
の

講
義
　

▼
２
回
目
…
上
手
に
塩
分
を
減

ら
す
こ
つ
を
学
び
、
薄
味
料

理
の
試
食
を
し
ま
す

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
　
月
７
日
昭
～

１１

　
日
昌
に
電
話
で
西
尾
市
保
健

２０セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６
１
）

５７

へ
。

そ
の
他
　
通
院
中
の
方
は
主
治
医

に
相
談
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

税固
定
資
産
税
証
明
書
の
名
称
変
更

　
　
月
５
日
か
ら
、
固
定
資
産
税

１１
「
所
有
者
証
明
書
」
と
「
課
税
証

明
書
」
の
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

証
明
内
容
は
名
称
変
更
前
と
同
じ

で
す
。

名
称
変
更

▼
所
有
者
証
明
書
→
資
産
証
明

書
▼
課
税
証
明
書
→
公
課
証
明
書

問
合
先
　
税
務
課
土
地
担
当
（
緯

　
・
２
１
２
６
）
、
家
屋
担
当

65
（
緯
　
・
２
１
２
８
）
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募
集

西
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
を

募
集

採
用
職
種
　
生
活
指
導
員
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）

受
験
資
格
　
介
護
福
祉
士
と
普
通

自
動
車
運
転
免
許
の
資
格
を
有

す
る
方

募
集
人
員
　
１
人

勤
務
内
容
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
吉
良
町
）
利
用
者
の
介

護
や
送
迎
な
ど
　

採
用
予
定
日
　
　
年
１
月
１
日

２６

試
験
内
容
　
作
文
と
面
接

試
験
日
　
　
月
　
日
晶

１１

２２

試
験
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間
　
　
月
１
日
晶
～
　
日

１１

１５

晶
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

３０

時
　
分
１５

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

提
出
書
類
（
各
１
通
）

①
受
験
申
込
書
（
同
協
議
会
に

用
意
）

②
資
格
証
明
書
の
写
し
（
免
許

等
取
得
者
）

③
学
業
成
績
証
明
書

④
卒
業
証
明
書

　
※
提
出
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。
　

申
込
・
問
合
先
　
提
出
書
類
を
持

参
の
上
、
直
接
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
緯
　
・
５
９
０
０
／
総

５６

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
。

そ
の
他
　
郵
便
に
よ
る
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん

相
談

多
重
債
務
者
無

料
巡
回
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

な
ど
の
借
金
で
悩
ん
で
い
る
方
を

対
象
に
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
法
律
の
専
門
家
や
消
費
生

活
相
談
員
が
応
対
し
ま
す
。
相
談

は
面
談
で
行
い
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　
多
重
債
務
は
き
ち
ん
と
し
た
手

続
き
を
と
れ
ば
必
ず
解
決
で
き
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
　
日
昭
　
午
後
１
時

１１

１４

～
４
時

場
所
　
市
役
所
多
目
的
室
Ａ
（
１

階
）

問
合
先
　
商
工
観
光
課
商
工
担
当

（
緯
　
・
２
１
６
８
）

６５

　
市
で
は
、
就
職
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
方
や

大
学
・
高
校
な
ど
を
卒
業
後
も
未

就
職
状
態
の
方
、
パ
ー
ト
や
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
の
非
正
規
雇
用
の
方

な
ど
が
早
期
に
就
職
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
た
め
、
県
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
若
年
者
向
け
の
就

職
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

対
象
　
　
歳
未
満
の
求
職
者
（
学

４５

生
を
含
む
）
ま
た
は
そ
の
家
族

日
時
　
　
月
　
日
昇
　
午
後
１
時

１１

２６

～
４
時

※
相
談
時
間
は
１
回
　
分
以
内
。

５０

場
所
　
市
役
所
　
相
談
室
（
３
階
）

３１

定
員
　
３
人
（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
　
月
　
日
昇
ま

１１

１９

で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
商
工

観
光
課
商
工
担
当
（
緯
　
・
２

６５

１
６
８
）
へ
。

広広報報平成２５年１１月１日号 ２２６６

小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
が
　
価
に
変
更

１３

固
定
資
産
税
証
明
書
の
名
称
変
更

若
年
者
向
け
の
就
職
相
談

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

多
重
債
務
者
無
料
巡
回
相
談

会
の
お
知
ら
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

を
募
集

高
血
圧
症
予
防
教
室



縦
覧

西
尾
吉
山
土
地
区
画
整
理
組
合
の

事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

　
西
尾
吉
山
土
地
区
画
整
理
組
合

が
行
う
、
事
業
計
画
変
更
の
図
書

の
縦
覧
を
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
　
月
6
日
昌
～
　
日

11

19

昇
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

30

時※
土
・
日
曜
日
は
市
役
所
当
直

室
（
１
階
）で
縦
覧
で
き
ま
す
。

そ
の
他
　
当
該
事
業
計
画
に
利
害

関
係
の
あ
る
方
は
、
　
月
3
日

12

昇
ま
で
に
県
知
事
に
対
し
て
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

縦
覧
場
所
・
問
合
先
　
都
市
計
画

課
市
街
地
整
備
担
当
（
緯
　
・
65

２
１
４
５
）

そ
の
他

今
月
の
納
期

納
期
限
　
　
月
２
日
捷

１２

対
象
税
な
ど
　
▼
国
民
健
康
保
険

税
（
普
通
徴
収
分
）
…
第
５
期

分
　
▼
介
護
保
険
料
（
普
通
徴

収
分
）
…
第
５
期
分
　
▼
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
分
）
…
第
５
期
分

※
口
座
振
替
の
方
は
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
収
納
課
管
理
担
当
（
緯

　
・
２
１
３
２
）

６５
　
電
気
自
動
車
用
普
通
充
電
器
を

設
置
し
ま
し
た

　
　
月
　
日
か
ら
市
内
３
か
所
に

１０

３１

電
気
自
動
車
用
普
通
充
電
器
を
設

置
し
ま
し
た
。
電
気
自
動
車
や
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

設
置
場
所

　
①
道
の
駅
に
し
お
岡
ノ
山

　
②
一
色
さ
か
な
広
場

　
③
憩
の
農
園
（
福
地
地
区
観
光

　
案
内
所
）

利
用
時
間

　
①
午
前
６
時
～
午
後
　
時
１０

　
②
午
前
５
時
～
午
後
５
時

　
③
午
前
９
時
～
午
後
６
時

利
用
料
金
　
各
所
と
も
に
１
時
間

１
０
０
円

充
電
器
仕
様
　
２
０
０
V

問
合
先
　
商
工
観
光
課
商
工
観
光

担
当
（
緯
　
・
２
１
６
８
）

６５

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

　
市
消
防
本
部
で
は
、
　
月
９
日

１１

か
ら
　
日
ま
で
、
秋
の
火
災
予
防

１５

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

●
全
国
統
一
標
語

　
『
消
す
ま
で
は
　

　
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

●
消
防
本
部
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
主
な
行
事

①
市
消
防
団
連
合
会
防
火
パ
レ

ー
ド
お
よ
び
商
業
施
設
に
お

け
る
啓
発
品
の
配
布

②
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
路
上

立
入
検
査

③
空
地
や
空
家
の
調
査

④
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
促
進
Ｐ
Ｒ

⑤
市
内
保
育
園
で
防
火
講
話

●
放
火
が
多
発
し
て
い
ま
す

　
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
な
ど
、
放
火
さ
れ
に

く
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
放
火

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
目
で
放
火
に
よ
る
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　
　
年
６
月
１
日
か
ら
全
て
の
住

２３
宅
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
市
内
で
発
生
し
た
住
宅
火

災
で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
い
た
お
か
げ
で
火
災
を
早

期
に
発
見
し
、
大
火
に
至
ら
な
か

っ
た
事
案
が
３
件
あ
り
ま
し
た
。

全
国
で
も
多
数
の
奏
功
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

を
未
然
に
、
ま
た
早
期
に
知
ら
せ
、

家
族
の
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要

で
す
。
ま
だ
設
置
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
が
必
要
な
場
所
は
、
台
所
、

寝
室
（
寝
室
が
２
階
の
場
合
は
階

段
も
）
、
間
取
り
に
よ
っ
て
は
廊

下
な
ど
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
市
消
防
本
部
予
防
課
予

防
査
察
担
当
（
緯
　
・
２
１
４

５６

３
）

電
車
で
行
こ
う

日
時
　
　
月
　
日
抄
・
　
日
掌
　

１１

２３

２４

午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

場
所
　
愛
知
こ
ど
も
の
国

内
容
な
ど
　
①
つ
み
木
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
つ
み
木
遊
び
）
…
中

央
広
場
　
②
竹
竹
バ
ン
ブ
ー
隊

と
遊
ぼ
う
（
竹
楽
器
作
り
）
…

ゆ
う
ひ
が
丘
　
③
切
り
ま
く
り

掘
り
ま
く
り
（
木
を
切
る
体
験

な
ど
）
…
あ
さ
ひ
が
丘

※
当
日
受
け
付
け
で
定
員
が
あ
り

ま
す
。
②
、
③
は
　
日
掌
の
み

２４

開
催
。

問
合
先
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
（
緯

　
・
４
１
５
１
）

６２
　　

蒲
郡
中
心
部
の
移
り
変
わ
り
を

写
真
・
地
図
・
古
文
書
な
ど
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
１
日
晶
～
　
日
掌
　

１１

２４

午
前
　
時
～
午
後
５
時
（
入
館

１０

は
午
後
４
時
　
分
ま
で
）

３０

　
※
月
曜
日
、
　
日
昇
を
除
く
。

１９

場
所
　
蒲
郡
市
博
物
館
１
階
　
特

別
展
示
室
（
蒲
郡
市
栄
町
）
　

※
名
鉄
蒲
郡
駅
か
ら
徒
歩
約
８

分
。

入
場
料
　
無
料

問
合
先
　
蒲
郡
市
博
物
館
（
緯
0

5
3
3
・
　
・
1
8
8
1
）
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緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

今
月
の
納
期

２７ 平成２５年１１月１日号広報

西
尾
吉
山
土
地
区
画
整
理
組

合
の
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

秋
の
火
災
予
防
運
動

電
気
自
動
車
用
普
通
充
電

器
を
設
置
し
ま
し
た

企
画
展
 駅
と
ま
ち
な
み

の
移
り
変
わ
り

愛
知
こ
ど
も
の
国

し
ぜ
ん
あ
そ
び
フ
ェ
ス

▲明治時代開業当時の蒲郡駅



第
1
回
「
B
級
ご
当
地
水
族
館
の

祭
典
！
」

　
「
〃
B〃

q
u
a
r
i
u
m
‐

1
グ
ラ
ン
プ
リ
」
と
題
し
、
来
館

者
の
投
票
で
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

Ｂ
級
水
族
館
を
決
定
し
ま
す
。

※
Ｂ
級
水
族
館
と
は
、
A
級
的

な
、
都
会
の
大
型
水
族
館
で

は
な
く
、
地
域
密
着
型
の
、

よ
い
意
味
で
B
級
な
水
族
館

の
こ
と
で
す
。

日
時
　
　
月
2
日
松
～
　
月
2
日

11

12

捷
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
火
曜
日
を
除
く
。

場
所
　
竹
島
水
族
館
（
蒲
郡
市
竹

島
町
）

※
名
鉄
蒲
郡
駅
か
ら
徒
歩
約
　１５

分
。

参
加
予
定
水
族
館
　
室
蘭
市
立
室

蘭
水
族
館
（
北
海
道
室
蘭
市
）、

東
海
大
学
海
洋
科
学
博
物
館

（
静
岡
県
静
岡
市
）
、
和
歌
山
県

立
自
然
博
物
館
（
和
歌
山
県
海

南
市
）、す
さ
み
海
立
エ
ビ
と
カ

ニ
の
水
族
館
（
和
歌
山
県
西
牟

婁
郡
す
さ
み
町
）
、
宮
津
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
所
水
族
館
「
丹
後
魚

っ
知
館
」
（
京
都
府
宮
津
市
）、

伊
豆
三
津
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

（
静
岡
県
沼
津
市
）、
志
摩
マ
リ

ン
ラ
ン
ド
（
三
重
県
志
摩
市
）

問
合
先
　
竹
島
水
族
館
（
緯
0
5

3
3
・
　
・
2
0
5
9
）
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　３年間の生活文化科の学習成果

を発表します。ぜひ、お越しくだ

さい。 ▼期日／１２月２１日松 ▼時間

／受け付け＝午後０時１０分～１時、

展示見学＝午後０時１０分～３時１０

分の開演前・休憩時、舞台発表＝

午後１時１０分～３時１０分 ▼場所／

吉良高等学校体育館 ▼内容／ファ

ッションショー、こども劇場、食

物展示など ▼申込・問合先／１１月

２２日晶までに、電話で吉良高等学

校（緯３２・２２３１）へ。

　骨髄移植を待つ多くの患者の命

を救うために、ご協力をお願いし

ます。 ▼対象／１８歳～５４歳の健康

な方。既往歴などにより、登録で

きない場合もあります。 ▼日時／

１１月１０日掌午前９時３０分～１１時、

午後１時～３時 ▼場所／コミュニ

ティ公園（きらまつり会場） ▼内容

／ビデオによる説明と２朱の採血

（所要時間約２０分） ▼申込・問合

先／１１月８日晶までに西尾保健所

環境・食品安全課（緯５６・５２４１）
へ。※当日申し込みもできます。

　高校受験を控えている方の保護

者を対象に進路説明会を開催しま

す。 ▼募集種目と受付期間／推薦

…１１月１日晶～１２月６日晶、一般

…１１月１日晶～２６年１月１０日晶 ▼

進路説明会日時／①１１月７日昭午

後４時～６時　②１１月２１日昭午後

４時～６時 ▼場所／自衛隊岡崎出

張所（岡崎市朝日町） ▼申込・問

合先／自衛隊岡崎出張所（緯０５６４
・２１・７３０３）

▼対象／主に在職中の障害がある

方で、基本的なパソコン操作がで

きる方 ▼訓練コース／①パワーポ

イント　②Exce l 2007マクロ、Ｖ

ＢＡ（マクロプログラムの作成）

▼日時など／①１１月２４日掌、１２月

１日掌全２回　②１２月７日松・１４

日松全２回 ▼定員／各１０人（応募

者多数の場合は抽選） ▼受講料／

無料 ▼申込期限／①１１月１５日晶、

②１１月２９日晶、※申し込み方法な

ど詳しくはお問い合わせください。

▼申込・問合先／愛知障害者職業

能力開発校（緯０５３３・９３・２１０２／
胃０５３３・９３・６５５４／豊川市一宮町）

　西尾税務署では、年末調整説明

会と個人青色申告者の決算説明会

を開催します。◎法人・官公庁な

ど・個人申告者の年末調整説明会

▼期日／１１月２１日昭 ▼時間など／

納税地が一色・吉良・幡豆地区の

方＝午前１０時～正午、納税地が西

尾地区の方＝午後１時３０分～３時

３０分 ▼場所／文化会館小ホール ▼

その他／１１月上旬に郵送する関係

書類をお持ちください。◎個人青

色申告者の決算説明会 ▼日時／１１

月２２日晶午前１０時～正午 ▼場所／

西尾商工会議所 ２ ０ １ 会議室（寄住

町） ▼その他／青色申告決算書は

事前に郵送せず、確定申告書に同

封して郵送します。必要な方には、

当日会場で配布します。年末調整

の説明は、個人青色申告者決算説

明会でも行います。ｅ－Ｔａｘを

利用した方には、確定申告書や青

色申告決算書（収支内訳書）など

の書類は郵送しません。 ▼問合先

／西尾税務署（緯５７・３１１１）（年
末調整説明会…法人課税第一部門

源泉担当、個人青色申告者決算説

明会…個人課税第一部門指導担当、

法定調書および合計表…管理運営

・徴収部門資料担当）※電話は自

動音声で案内しますので、問い合

わせの際は「２」を選択してくだ

さい。

　労働保険は労働災害や失業等の

際に保険給付を行う労働者にとっ

て大変重要な制度です。１人でも

雇用したら、事業主の方は速やか

に加入手続きをしてください。問

合先／西尾公共職業安定所（緯５６
・３６２２）、岡崎労働基準監督署西

尾支署（緯５７・７１６１）

　ＤＶ、セクハラ、ストーカー行

為など、女性の人権問題に対する

電話相談を行います。相談内容の

秘密は固く守られますので気軽に

ご相談ください。 ▼日時／１１月１８

日捷～２４日掌午前８時３０分～午後

７時（土・日曜日は午前１０時～午

後５時） ▼相談員／人権擁護委員

▼相談電話番号／女性の人権ホッ

トライン緯０５７０・０７０・８１０（全国
共通ナビダイヤル） ▼問合先／名

古屋法務局人権擁護部（緯 ０ ５ ２ ・
９５２・８１１１）

情情 報報 通通 信信

自衛隊「高等工科学校生徒自衛隊「高等工科学校生徒」」
進路説明進路説明会会

募集

創創立立５５００周年記念周年記念　吉良高等学校生吉良高等学校生活活
文化科文化科第第２８２８回卒業研究作品発表回卒業研究作品発表会会

催し

年末調整説明会と個人青色申年末調整説明会と個人青色申告告
者の決算説明者の決算説明会会

その他

障害者スキルアップ講座（在障害者スキルアップ講座（在職職
者訓練）受講者募者訓練）受講者募集集

募集

骨髄ドナー登録会の開骨髄ドナー登録会の開催催

福祉

女性の人権ホットライ女性の人権ホットラインン

相談
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１１１１月は労働保険適用推進月月は労働保険適用推進月間間

その他
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　近代日本彫刻の

礎を築いた一人で

ある彫刻家・高村

光太郎の生誕 １ ３ ０ 

年を記念して開催

する展覧会です。

光太郎の原点とい

える木彫作品をは

じめ、影響を受け

たロダンや同時代

の彫刻家たちの作

品、妻・智恵子の

紙絵を併せてご紹

介することで、そ

の造形世界を見つ

め直します。

日時　１１月１日晶～１２月１５日掌　午前１０時～午後

６時（最終入場は午後５時３０分）

※月曜日を除く。ただし１１月４日承は開館し、

翌５日昇を休館。

場所　碧南市藤井達吉現代美術館（碧南市音羽町）

観覧料　一般＝７００円（５６０円）、高大生＝５００円（４００

円）、小中学生＝３００円（２４０円）

※就学前のお子さん、各種障害者手帳をお持ち

の方と付き添い1名は無料。（　）内は２０人以

上の団体割引料金。

問合先　碧南市藤井達吉現代美術館（緯０５６６・４８

・６６０２）

日時　１１月２日松～１２月２３日抄　午前１０時～午後

５時（最終入場は午後４時３０分）

※月曜日と１１月５日昇を除く。ただし１１月４日

承、１２月２３日抄は開館。

場所　岡崎市美術博物館（岡崎市高隆寺町）

内容　いにしえから近代に至るまで、洋の東西を

問わず、人々の「祈り」や「願い」などを表現

した資料や美術品を紹介します。

観覧料　一般＝５００円（４００円）、小・中学生＝２５０円

（２００円）

※各種障害者手帳をお持ちの方とその介助者は

無料。（　）内は２０人以上の団体割引料金。

問合先　岡崎市美術博物館（緯０５６４・２８・５０００）

　春と秋に花を

咲かせるシキザ

クラと紅葉との

コラボレーショ

ン。里山を彩る

幻想的な風景を

お楽しみくださ

い。

期間　１１月１日

晶～３０日松

場所　小原ふれあい公園（豊田市小原町）、和紙

のふるさと（豊田市永太郎町）、川見四季桜の

里（豊田市川見町）ほか　

その他　愛知環状鉄道八草駅から直行シャトルバ

スを運行します。

問合先　豊田市小原観光協会（緯０５６５・６５・３８０８）

日時　１１月3日抄　午前９時３０分～午後３時

　※雨天決行。

場所　緑と花のセンター（みよし市打越町）

内容

①農業まつり…農畜産物の即売やおにぎり、お

しるこなどの無料配布

②商工まつり…飲食店・事業所のおすすめ品の

販売など

③子ども会まつり…子ども会指導者によるレク

リエーションなど

④長野県木曽町三岳地区、北海道士別市、福島

県いわき市の特産物の販売や福祉団体のバザ

ー、自衛隊による特殊車両の展示、尾三消防

本部によるはしご車の乗車体験、文化活動団

体等の活動ＰＲなど

その他　みよし市南部地区コミュニティ広場（み

よし市打越町）、みよし市立南部小学校（みよ

し市明知町）、みよし市立南中学校（みよし市

打越町）に臨時駐車場を用意。トヨタ自動車明

知工場北側駐車場（みよし市明知町）からシャ

トルバスを運行します。

問合先　緑と花のセンター（緯０５６１・３４・６１１１）

生誕１３０年 彫刻家 高村光太郎展碧碧碧碧碧碧碧碧碧碧碧南南南南南南南南南南南

▲高村光太郎『手』1918年頃
　個人蔵　撮影…髙村規

祈・PRAY－古今東西祈りの風景－岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎

小原四季桜まつり豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田

産業フェスタみよし２０１３みみみみみみみみみみよよよよよよよよよよみよししししししししししし

▲川見四季桜の里


